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 13 年前の阪神・淡路大震災で、我々は地域コミュニティの重要性という教訓

を学んだ。東南海・南海地震や上町断層系による地震のような大規模地震に備

えるためには、地域コミュニティにおける初動対応が重要な役割を果たす。 

 また、近年では地域防災力の向上に向けて、従来の行政主導の画一的、展示

型の防災対策から、リスクコミュニケーションを活用し、地域特性や災害の実

態に応じた行政・住民共同型の実践的な防災対策へ方向転換されつつある。 

 本稿では、大阪市が開催している防災ワークショップを事例に、地域特性を

反映した住民参加による実践的な防災対策の重要性について検討する。 
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